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ハゼノキの組織培養

戸田忠雄(1).西村慶二 (2). 111手蹟太(3)

Tadao TODA， Keiji NISIIIMlJRA and Hirota YAMATE 

Tissue cuIture of Rhus sαccedαneαL. (Hazenoki) 

要旨 外値体として無菌的に発芽させた無菌発芽首の座馳と子葉付きE粧の 2種類を用いた。無

関発芽I白は精子を30-40%硫酸に60分浸漬 L，70%工タノ-}レ， 2 %の次r桓土質素酸ナトリュウム，

0.25%塩化第二水銀で滅菌処E干して寒大培地で育成した。初代格差は lAAO.5mg/f及び1.0mg

/ム及びIAA+ ZEA TIN1.0mg/正を添加したWP:VI培地において，子葉イ寸き匹前自で100%の

シュー卜形成率であった。初代培養における外植体当りのシュート数は 2-3本と少なかった。

発根培養は初代培養で得られたシュ 卜を外植体に用い， lAA1.0mg/1!添加したWPM用地で

76.9%の発恨率を示 L，NAA及びIRAの濃度を両めると発根率は高くなる傾向にあった。順化は

幼個体を鉢植えした後ビー力ーをかぶせたAI天で80%の成坊ギであった。床符曲の移植30日目の

生育は34cm，60R目は53cmと順調に生育した。組織情養の材料を育成するため， ガラス宅にお

いて成木から萌芽枝の発生を試み，幹さし法で平均2.6本，埋幹法で3.5本の萌芽枝が得られた。

これらを外植体に用いた初代常養では93%と高い汚染率が認められた。

1 はじ めに

53~64 

ハゼノキ (HhussμccedαneαL.var. japonica .EngUはウルシ科の植物で，中lEJ，台湾，インド，

7 レ シア等に分布する4)。ハゼの果実からは和蝋燭，びん付けの原料となる木蝋が占くから作られてお

り，栽培の歴史も古く，約 300年前から行われていたという説がある2)。木蝋は大正時代まで農山村の副

産物として重要な現金収入源であったが，電灯の普及や石油を原料とする木蝋代詩品の出現によって，

その需要が著しく減少した。昭和10年代に政府の突励もあってー時は増加傾向を示し，昭和20年代には

2，100トン71あった生売量は今では 300トンまで落込んでいる。しかし，最近になって天然品の特性が注

目されたことに加えて，用途再開発の研究が進められ，十斗び木蝋の価値が見直されている O 木蝋の化学

成分は「円本酸」と称されるジカルボン酸を含有し，素材的に粘靭性が優れているといわれている2)。こ

うした特俺を活かして化粧品，文房具，医薬品，金属研磨材，OA機器関連等用途は多燥であり，海外

でもジャパンワックスとして高く評価されている (Photo.1. 2.)。現在輸出を含めた木蝋の年間需要量

は約4，000トンと見込まれているが， これをまかなうだけの量には達していなL、。こうした生産量増大の

阻害要岡として次のことが考えられる。①採種個体が老樹で樹高も高く樹型が乱れている。②採種業者

の両齢化とあいまって種 f採取が困難となっている。③品種によって隔年結束性が両く，生産量が不安

定である。④栽情品種のつぎ木活着率が低七日が高価である。

(1) 九州育種場 (2) 林木育種センター (3) 元九州、l育種場
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Photo. 1 ハゼノキの果実

Fruits or Hhus sαccedaneα 

ハゼノキの栽培は主に温暖な西日本沿岸部

の無霜地帯で行われており，特に九州，阿国

及び紀伊半島に集中している。各地域には多

くの品種が存在しており， I昭和福ハゼ J'葡

萄ハゼJI伊占ハゼJI松山ハゼ」等知名度の

高い占111積のほか，マイナ一的なものを含める

と全同で100近い品種があると言われている4)。

これらの品種は経験的に合蝋本，樹塑，適地

等の各特科が抗日摂されており， 更新の際には

栽培者が経済性や環境条件に適した品種を選

択している。

Photo. 2 木蝋から作られる製ITI

Manuf actures made from wax of Hhus 

sαccedαηeαfruits 

Photo. 3 育成中のつぎ木苗 (3年生)

Grarti口gtrees of 3 years old 

九州育種場はこうした優良品種を素材にして下記の育種目標を燭げてハゼノキの育種研究を進めてい

る。すなわち高合蝋性，安定高収量性， {J民樹高性，耐病虫害性，耐寒fヰ守であり，更に優良白木の大量

育成法の研究である O 前おについては，関西以西で栽培されている有名15品種を保存しており， これら

の品種間で人上交配を行い，優良品種倉IJ山の研究を進めている。また， 1982 ~'例年にかけて約 8 万粒

の種子と100本のっさ木苗に力ンマ一線照射を行い，わL、'r'主を不す33個体を選抜し，保存して特性調貨を

進めている5)。後者については露地でのさし木はまったく発恨しないことから，組織培養技術を用いた大

量増殖の開発に大きな期作がよせられている。

これまでにっさ木以外で成功した例は小JIIによる埋幹のわずか 1例にすぎない6)。このため白木養成

はつぎ木で行われるが，っさ木技術者の不足や活着率が低いこともあって価格が両くなっている

(Photo. 3.)。

九州育種場では1986年からハゼノキの組織培養技術を用いた人量増殖法開発の研究を実施している c

これまで，種子からの無菌発芽商を外~1'l:休に用いた増殖1kに同途がついた段階であり， b.X:本からのクロー

ン増殖法の開発は継続実施中である。ここでは無菌発芽商を用いた実験結果について取りまとめた。な

お，本報は日本林学会論文集11) 同九州文部研究論文集12) 九州育種i若年報10) 木本値物の憎殖と育種別

等で報告したものを取りまとめたものである。
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2 材料と方法

ハゼノキの組織塙養のT順をドig.1 に示した。 1986年10月19LJ福岡県八久町に栽培されているハゼ

ノキ品種 l昭和福ハゼ」の 11同体的ー1)から成熟した史実を採取し，直ちに果皮を除去した後，充実し

た大村の種子を選別した。挿ずには蝋分が付着しているため30-10%硫酸に60分間浸漬して取り除いた。

種子の表両殺菌はクリーンベンチ内で70%エタノ ルで 2分間， 2%の次ヰi唯塩素酸ナトリウム溶液(I¥ja 

CIO アンチフォルミン)で10分間行い，さらにD25%塩化第二/J<.銀(IIgCI，)で10分間マグネチ yク

スターラーで債祥しながら滅菌した。殺菌剤を変える毎に，滅菌!J<.で 3-5 [i口]洗浄した。滅菌した精子

は鴻紙卜令で、/Jく分を取り|徐き発穿用培地へ芦!ょした。発芽用地地は佐藤がスギの無関発f才的に用いたもの

と同様で日サソカロース 2Drng/R.，ベンレート 10pprnを加えた 0.7%寒天府地である。

2. 1 初代培養における寒天とサッカロース濃度の探索

*天濃度は 1R.当り 6，7， 8， 9gの 4水準とし， "v!S基本培地 (MUH八日HICE& SKO(JC ' 62基本培

地，以下'vlS培地)3)にサッカロース30g/正を加え， 6ベンジルアミノプリン (6-BenzylarnmopUY'lnc 

8AP)とインド ル酢酸(JAA)を各lrng/R.添加し， pH は 5.11こ調整した。外植体は無菌発穿苗

の伍軸を用い， 5rnrn梓度に調整して培地に置床した。

サッカロース濃度は 1R.当り， 0， 10， 3D， 50gの 4水準と

し， MS培地に寒天8g/正を加えpHは5.8!こ調整した O 添加ホ

ルモンは寒大濃度の実験と同様である。両実験とも培養20t:l後

にカルス形成率，生育状、況について調奇した。

2. 2 初代培養におけるシュー卜形成

培地は Table1 に示したようにWPM基本培地(Woodv

Plant Mecliurn '82某木清地;以下WP:VI培地)1)にサソカロー

ス30g/R.，寒天6gを加え， IAAO己rng/R.及び1.0mε/R.の

単用区，それに lAAOふrng/R.と6ハイドロメチルブテニル

アミノプリン (Zcatin) を各々1.0rng/eを組合せた 4種類

の府地を用いた。

外植体は;f!韓関発穿南の幼根と幼芽部分を1;IJ除した脈拍及び子

葉付き駐車山 (Phot.1)の 2種類を胤いた。外植体の人きさ

は15~2Drnmlこ調整し，外植体の某部を培地にさしつけるよう

に置床した。カルス形成個体数， ゾュート形成個体数等につい

て培養45日目に調宣した。

Photo. 4ハゼノキの無菌発芽苗
(まきつけ251:::1問)

Germination (cultured 25 after days) of 
Rhus sαccedαneα 

Condition:Sucrose20mg/ f!.， Agar:7g/ f!.， 
I3ENFL¥TE:l0mg/ fi. pH:5.4 
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2. 3 発根培養

無関発芽白の幼根部分を切除して直接置床するものと，初代培養一で形成したシュートを使用する 2通

りの外植体を用いた。両者とも Table2に示したように l八八， N八A (ナフタレン酢酸)， IHA (イン

ドール酪酸)の 3種類のホルモンを各々lmg/f!及ひ;'2mε/正を添加したは!PM培地にサッカロース

20g/ f!， 寒天6g/f!を加え， pII5.4iこ調整した発根域地で培養した。発根個体数，、|え均根数について培

養後初日目に調宣した。

前記 2.1， 2.2， 2.3の各実験とも，調整した培地は杭養ビンに分注し，オートクレープで滅菌した。ま

た，外槌休の調整はクリーンベンチ内で行なった。

いずれの培養も培養条件は温度240C，照度3.000Lux，16時間f1長である。

2. 4 幼植体の順化

発根培養で発仮した{阿休を用いて)1固化を行った。まず，試験管から取り出した幼植休は根部に付着し

ている寒天を滅菌水て、洗い落とした。各何体とも試験管内で50日間以|育成したため，根は式験管内に

ラセン状に伸長しており，移植時に根長を 3cm程度に調整した。移植鉢は直径lOcmの素焼鉢を用い，

ノミーミユキライトを 7分目に詰め，オートクレーブで滅菌した後 I本ずつ移植して順化を行った。順化

は幼植体を移植した後，十分潅水してl丘律 6cm，容量 100ccのビーカーを幼植体にかぶせたA区とかぶ

せないB区の 2通りでわった。

順化は室内の臼然、光下で行い，まず，照度lOOLuxで10日間，次いで500Luxで10日間行った後ビーカ←

を取り除き，さらに2，500LuxでlOH聞順化した。その後， 1F12時間程度l丘射日光の当たる場所に出し

てがJ1週間屋外で順化を行った。育苗に:"jたっては，鉢の表面が少し乾いた頃に潅水を行った。これら

の苗は順化を初めて約1.5カ月後には葉の緑色も増し若干山がっていた u曲が直立したので，一部を事

業用前畑に床替えした。すなわち，順化で成功した2-1本の中，健全な 16~を20x20cm間隔で床替を行い

7日聞は70%遮光の寒冷沙で日覆をした。

床替時と， 1カ月毎に成長調査行った。また，床替10日後に 1.本当たり 2gの複合肥料 (N:l0P:16 

K:16)を施用した。

2. 5 組織培養の外植体に用いる萌芽枝の育成

iJt試材料は人工交配によって得られた13年牛の I個体から採取し， Table 4に示す 4処理の方法で

各々校を用いた。

採取した枝は長さ30cmiこ調整し，ガラス室の鹿沼土にさし本したもの(某部の10cm埋め込み)と，

横に伏せて枝主軸の半周を露出させたもの(埋幹〉の二つに分けて行った。処理3お5日目に萌3牙牙.f今枝の発生

状況を調査しし，

さ80恥じm口1に調整して室内で水挿しを行つた。

発生した萌芽校を外植体に用いた培養はBAPを O.5mg/f!添加した WPM培地にサッカロース 30g，

寒天 8g/f!を加え， pH 5.-1に調整した培地で行った。外植体は Table4に示した幹のさし本と埋幹

から発生した萌芽枝仰木と， J.反木から採取した50本を用い，肢芽をつけた部分を巾心iこ4cm程度に調整
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した。減閑は10%のハイアミン'1、液(己cnzcthoniurnChloriuc)をつけた毛筆で洗った後，ガーゼで蓋

をしたビーカー内で，約 1時間本道水を流して11<洗いした。次にクリーンベンチ rAlで70%エタノールに

20秒間浸漬， 0.25%塩化第て水銀で 2分間浸漬滅菌を行った。シュート形成等について情養30tl後に調

査した。

なお，培養は温度21'C，照度3，OOOLux，16時間H長である。

3 結果と考察

種 fの発芽は置床後16円目から始まり， 25日目には30rnrn程度に伸長して幼牙も確認された。各試験

に用いた外植体はこの時期のものであり，発芽過程において雑菌の発午もなく， ほほ完全な無菌発芽而

を偏ることが出来た。

3. 1 初代培養における寒天とサッ力ロース濃度の探索

カルス形成率は寒天濃度一 6g/2， 7 g/ 2区において各々81.6，9l.7%と高い値であったのに対して，

寒大濃度 8g/ 2， 9 g/ 21豆では各々66.7，69.2%と低い値であった。また， 6g/ E Iズではカルス形成

後の分裂肥大が最も盛んであった。

サソカロースの濃度日1]カルス形成さ本は 0%区で認められなかった他は， 1O~50g/ 2 灰で69~75%であっ

た。両試験ドーとも個体によってカルス形成の遅速や，形成後の変色(黒褐色化)が認められた。これら

の現象は外植体の大きさ，置床方法によって異なるが，て次代謝物質の影響かどうかは明らかにできな

かった。別に行った試験では， .b青地に外楠{本を横に置床すると，基部をさしつけたものに較べてカルス

形成は早いら〈出，変色や枯兆する制体もあり， この現象は特に外植体の 5rnrnHトのもので顕著であっ

た。 }J， 基部をさしつけたものはその部分のみが肥大しカルス形或後しだいに炎色するが枯死には全

らず変色した部分に新しいカノレスの内生が見られた。このよう

な変色やこれに伴う褐変枯死はヤマハゼ (R. syluestris 

Sicb. ct Zuα)で少なく，昭和福ハゼで多く認められた。

3. 2 初代培養におけるシュー卜形成

置床45日目の試験管内におけるカルス及びシュート形成の結

呆をTablc1.に不した。

カルス形成率は66.7~100%であり，腕軸のみの外植体では

若干低い値が認められたが f葉付き!YG軸はすべての外植体から

カルス形成が認められたが，植物ホルモンとカルス形成との関

係は特に認められなかった。

-h"， シュ ト形成は置床 7円目から観察され， 20日目には

1O~20rnrn に成長した (Photo. 5.)。シュー卜形成はホルモン
l'hoto. 5 

の穐類や濃度に関係なく子葉付腔軸の外植体全てに認められた 初代培養のシュート形成(嵩!よ後初日円)
Kcsulls of shool formalion afler 45 

が，外植体当たりのシュー卜数は 3本以下と極めて少なかった。 rlaysof culture 
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Table 1 シュー卜形成の結果(培養45円)

Rcsults o[ shoot formation旦fter~5 days o[ culture 

植物ホルモン 培養数 外植体の部位

Gruwth NO.of Type of 

外植体の生育状況(%)

Growth of explant(%) 

カルス形成 シュ卜形成

59 

雑菌

lIurmones explant日 cxplants Callus Shoot Contam ination (%) 
(rng/ f) forrnation(%) forrnaticm(%) 

Ii¥i¥ (0己) 13 住柚 13 000 ) 。(0) 。
Hypocotyl 

13 子葉付肱軸 13 000 ) 13(100) 。
Cotylcdon wilh Hypocotyl 

Ii¥i¥ (1.0) 12 阪柚 8 (66.7) O( 0) 。
Hypocotyl 

12 子葉付脳軸 12 000 ) 11(100) 1 (9.1) 

Cotyledon with Hypocotyl 

Ii¥A (0.5) 13 明1 車自 13 (100 ) 。(0) 。
+ HypocotyJ 

ZEATIN(1.0) 13 子葉付1ィ;軸 13 (100 ) 13(100) 。
Cotylcdon with Ilypocotyl 

lAA (0.5) 12 fl.f 軸 11 (91.7) O( 0) 。
十 日ypocotyJ 

Z日ATfN(I.O) 12 下葉f、m車山 12 (IOO ) 12C1(0) 。
Coty ledo口 withHypocotyl 

Conditions:WP~1 m日dium，Sucrose 30g/正， i¥gar:6g/ f， pl j :5.1 

シュート形成については， 2.2の実験においてカノレスをWI'M培地 (11APO.5rng/ R 添加)へ移植した

ものから不定牙の発午が確認されており，カルスからの不定茅誘導も今後検討しなければならな l'o ま

た，土庁地組成や，植物ホルモンの種類や濃度なとの組合せによって大量のシュート形成の可能tlも考え

られる。

初代培養では置床後数時間内で、外植体から浸出するポリブェノール様物質で培地が黒くなる現象が起

きる。これが，初代培養のシュート形成や次の発桜橋養の発松形成にどう影響するのか不明である O そ

こで筆者らは，寒天培地 c恵天保/f)を用意しておき調整の終った外植体の基部をさしつけてポリフェ

/ール様物質を浸出させ， 2~3時間後に所定の培地に置床するノヴ法で行った。

3. 3 発根培養

発根培養の結果をTablc2に示した。発根はホルモン及び外植体の種煩によって異なり，無菌発芽

苗を外槌体に用いた培養では， Ii¥A， Ni¥A， 1Bi¥の各Irng/正添加医の発恨ギは各々69.2%，53.8%， 

58.3%であった。また， 2 mg/ f 添加区では各々 81.6%，69.2%， 66.6%であり，濃度を|げると発
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Table 2 ハゼノキの発根培養の結果(培養30円)

Hesults of root formation afteγ30 days of cul ture 

外柏体の樟類

Typc of Explant 
植物ホルモン

Hormunes 
Cmg/ R) 

IA1¥ (1.0) 

(2.0) 

NAA (1.0) 
(2.0) 

lRA (1.0) 

(2.D) 

芽生え(版科j)

Scccllings (Hypocoty 1) * 
培養数 )t似伺体

う-Jo.of ト¥ll. (l f 
巴xplants rool (%) 

13 9 (692) 

13 11 (84.6) 

13 7 (53.8) 

13 9 (692) 

12 7 (58 3) 

12 日(66.6)

培養シュ ト

Cultured shOut * * 
I青益数 発恨率(%)

I'¥().of ¥[o.of 

cxplants root (%) 

13 ID (76.9) 

13 9 (692) 

1:1 7 (53.9) 

13 8 (61.5) 

12 8 (66.7) 

12 9 (75.0) 

R巴mark: ホ Seedling己 wcrccultivated under ex-uitro condition 

* * Shoo(日 werecultivatcd undcr in-uitro condition 

Conditions:WP:Vl medium， Sucrose 20g/ R， i'¥gar:6g/ R， pH:5.4 

似率は高まる傾向が見られた。一方，初代培養白米のシュー卜

を外植体とした培養では， 11¥1¥， NAA， 11-31¥を符々 1mg/正

添加lメで各々76.9%，53.9%， 66.7%であり， 2 rng R 添加lぎ

では名々69.2%，61.5%， 75.0%の発根本となり， I1¥1¥添加じき

以外の試験区においては濃度増加による発恨率の向上が認めら

れた (Photo.6.)。

3・4幼植体のJI頂化

順化の結果を Tablc3に示した。鉢にビーカーをかぶせた

A区は順化中に 6本 (20%)が雑菌に侵されたが枯死には全ら

なかった(Phot.7. 8.)。ヒーカーをかぶせなかったBIぎでは

:1 ~ 5 I:::l目にしおれ， 11日固にはすべて枯指した。!山rilXの枯損

不ーの違いの原困は， A区では湿度が保たれ乾燥防止の効果があっ

たこと等が考えられる。また， ビーカー除去後に枯損しなかっ

たことについて，徐々に明るい場所へ移動させながら 111員化を続

けたことによるものと考えられる。

Phutu. 6 予告桜I吉養(置床後:10日間〕

Root formation in 1stιencrallon 
(cultured 3D after r!avs) 

Fig. 2.に順化白の床替え後の成長をIJ"した。床替後 1カ月以降の牛育は順調で， 9月21円の白高は平

均31cmで 般育苗を上凶る成長を示し， 10月には53cmとなった。 (Phot.9.)。
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Table 3 ハゼノキの11由化期間中の生存率

Survival rates during acclimation of Rhus sαccedαηθαL 

順化数 20円後 508後 前畑定楠

No. of 20 days 50 davs '00. of individuals 

ind i vid uals aftcr after pl;王ntedat nu白ery

acclirn j na ted 

AT< 30 24 24 (800%) 16 

B区 30 。 o ( 0%) 。
A区はビ カをかぶせたもの

A in table rneans the rooting plants covered with beaker 

B区はそのまま

日 intabl日 meansthc rooting plants non cov白rcd

Photo. 7 ビー力内での11固化
Hcsults of Acc1imation of Rhus sαcωdαneα 

Rearing trecs in acclimation room 

60 r-企 1Jj2Hlにまきつけた普通苗
Rpmark : Control plants that hacl sf'eJed in nurery 24 へpril

Photo. 9.前畑での育成〔移植後3.5月円)

Rearing treεs at nur町 ry

10 

50 

40 

田

ヨ 30
高ニ

(('01) 
20 

O 
6.15 7.25 8.25 9.25 10.25 

調査月 H
口otp

凶 2 申11化床替苗の成長

ドig.2. Hight of acclimatcd plants aftcr rcplanting 
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3. 5 組織培養の外植体に用いる萌芽枝の育成

育成35日日の萌芽枝発牛状況及びそれらを外柏体にJln、てわった初代培養の結果をTablu4に示した。

Tablc 1 ハゼノキの明]発Ij万法日11のシュ ト形成と滅菌効巣

Effect of日prClutinduction method OYl shoo(ing and stcrilization 

in Hh川淵ccedαneα1L ( llazcnoki) 

ガラスj品本

Greenhou日む

幹のさし本

T runk -cu Lting 

幹のJflt幹

Tl'Unk 

野外

Field 

!点本

l{aw wood 

uur¥'inに(日lanclinglr下 e)

処理数(本) 11 16 

'¥ um bcr of trunk" trcatcd 

シュー卜数(本) 36 己6

Numb巴rof shoots |-」

外植体数 10 50 

¥lumb巴rof explant" 

シュー卜形!点 5 02.5%) 19 (38.0%) 

Numucr of (explants 

日longating"hoob 

雑関汚染 37 (92.5%) 37 (71.0%) 

N um bcr of cxp lants 

with contamination 

健全シュト 3 (75%) 13 (26.0%) 

'¥Ium bcr of cx.plants 

withoul contaminatio日

水さし 0990.1.16)

Trun k -cu tting in 

w社ter

12 

21 

Condilio日s:WP.¥ilmedium， ]]ormone:BAPO.5mg/正 Sucrose 30g/ 12 ， へgar・8g/12， 

plI:5.4 

培養30日目の調査 Asst. da ta 30 cla ¥'05 

ガラス室内で行った幹のさし木法による萌芽枝発/十は36本(嗣体半均2.6本)，叫幹法では56+(3.5本)

であった。これらの萌芽枝は育成を始めて1:3カ月間も!:t存した。 方，宅内における幹の水さしでは21

本(倒体平均1.7ノド)と少なく牛育も悪かった。また， 10U 後には萌芽枝の先端部に萎凋症状が現れ治

集し，その後枯損した。

初代情養の結果はTable4に不したようにシュート数，健全数とも!原本由米のものが良い結巣となっ

た。また，雑菌汚染率はガラス室内由来の萌芽枝を外植体に同いた場合93%，室内出来のそれは74%で

あった。これはガラス室内では高温多極で、あり，雑菌が繁殖しやすい条nトチにあったものと考えられる。

以上ハゼノキの組織培養について記述したが本実験は，初代培養において発生するシュート本数が少

なく，短期大量増殖法の佐立までには至っていない現状である。しかし前記のようにカルスからの不定

芽の発生が確認されており，今後培地組成や植物ホルモンの種類や濃度の組合せによって多数の不定芽

発生の吋能性も期待できる。また，成木からの組織培養技術の開発についても継続して行う予定である。
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Clonal rearing of tree species which are 
difficu1t to cu1tivate grow by cutting 

or grafting propagation 
-Rhus sαccedaneα(Hazenoki)一

Tadao TODA (1) ， Keiji NISIIIMURA (2) 

and Hirota YAMATE (3) 

Summary 

Two kinds of aseplic explanls， hypocolyl自ndhypocolyl wilh colyledon， were used for 

this巴xperiment. The aseptic hypocotyl which wer巴 おrtilizedfor 60 seconds with 30-10 

% of ILSO" 70% 01' Ethanol， 2% 01' NaC10 and 0.25% of HgCl" were cultured on a芯ar

medium. IIowevcr thc avcragc num bcr 01' shoot formation per explant w出 fcwcras 3 10 

1 shool日 inthc first generation cultivate， the shool formalion rate used hypocolyle with 

cOlyledon was 100% on both WPl¥1 media with 0.5mg/ R or 1.0mg/ R 01' Il¥l¥ and with 

1.0mg/ R with Il¥l¥ + ZEl¥ TIl¥ 

The rootinεrate u己edthe shoot of 1邑tgeneration cultures as explants was 76.9% ()日

Wl''v1 medium with 1.0mg/ R of l!¥l¥ and lhe rCloling r凡telrlcr88同 dwilh lhe concentra 

tion of ;..) AA or IBA 

Thc acclimatioI1 ralc covcrcd it with bcakcr after replanting wa己 80%.Growth of thc ac-

climaled individuals planted on the nursery was 31cm aftcr 30d旬、 and53cm afler 60 

days. In order 10 prepare the materials fortissue culture， methods for promoting the 

new shoots from ad ult trees wer巴 examinedin the greenhouse. l¥s a result， the avcragl、

number of shoots was 2.6 by the st8m cuttin白 method and 3.5 by the buried slcm 

method. The contam in日tionrate in 1st generation cultures used a己 explantswas臼討 high 

as 93% 

(1) National Forest Tree Hreeding Ccntcr， Kyushu Hegional I3reeding OfficC' 

(2) ;..)ational Forest Tree I3rccding Ccntcr 

(3) Former res巴archerof the r¥ationalドorestTree Breeding Center， Kyushu Rcgional 

Breeding ()ffice. 




